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天井に今でも作動する通風孔の換気扇が見える

二

年

目

の

活

動

に

向

け

て

会
長
　
永
戸
多
喜
雄

日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
会
は
、
過
去
一

年
間
の
様
々
な
活
動
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、

い
よ
い
よ
二
年
目
に
さ
し
か
か
ろ
う
と
し

て
い
る
。
す
で
に
か
な
り
の
情
報
を
集
め

た
聴
き
取
り
調
査
は
、
こ
れ
か
ら
も
引
続

き
行
わ
れ
欠
落
し
た
部
分
が
埋
め
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
い
し
、
地
下
壕
自
体
に
就
い
て

も
、
物
理
的
な
障
害
の
た
め
、
未
だ
現
状

確
認
が
済
ん
で
い
な
い
新
幹
線
道
床
と
立

体
的
に
交
差
し
て
い
る
部
分
に
も
、
万
端

の
準
備
を
整
え
て
保
存
の
会
に
よ
る
調
査

の
メ
ス
が
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

資
料
蒐
集
の
問
題
も
あ
る
。
数
え
あ
げ
れ

ば
、
保
存
の
会
が
や
る
べ
き
仕
事
は
山
ほ

ど
あ
る
の
だ
が
、
私
達
が
い
つ
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
は
、
私
た
ち
の
目
標
が
、

無
期
的
な
地
下
構
造
物
の
調
査
、
解
明
に

限
定
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
年
前
に
、
保
存
の
会
が
発
足
し
た
と

き
、
私
た
ち
が
高
く
揚
げ
た
目
標
に
接
近

す
る
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
会
員
の
積
極

的
な
参
加
を
得
て
、
今
年
も
ま
た
活
発
な

活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
ね
が
っ
て
や

ま
な
い
。
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第
二
回
総
会

報
告

日
時
四
月
七
日
午
後
三
時
よ
り

場
所
慶
應
義
塾
藤
山
記
念
館

大
会
議
室

受
付
午
後
二
時
五
〇
分
よ
り

映
画
上
映
午
後
三
時
よ
り
，

戦
時
中
の
映
画

「
戦
ふ
少
国
民
」

総
会
次
第
一
、
開
会
の
辞

二
、
会
長
挨
拶

三
、
議
長
選
出

四
、
議
事

①
一
九
八
九
年
度
活
動
報
告

②
一
九
八
九
年
度
会
計
報
告

③
一
九
八
九
年
会
計
監
査

報
告
④
会
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

の
議
案
と
，
そ
の
説
明

⑤
一
九
八
九
年
度
運
営
委
員
・

会
計
監
査
の
選
出
と
承
認

⑥
新
会
長
挨
拶

⑦
一
九
九
〇
年
度
活
動
方
針
案

説
明
⑧
一
九
九
〇
年
度
予
算
案
説
明

五
、
議
長
解
任

六
、
開
会
の
辞

議
案
の
全
て
が
一
部
修
正
さ
れ

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一

丸

八

九

年

度

活

動

報

告

会
結
成
か
ら
，
早
く
も
1
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
，
活
動
報
告
書
に
も
あ
り
ま

す
よ
う
に
，
私
た
ち
は
実
に
様
々

な
活
動
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
活
動
が
出
来
た
の
は
，

会
員
の
方
々
の
ご
支
援
と
ご
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
員
の
数
も
次
第
に
増
え
，
三

月
三
一
日
現
在
で
，
会
員
二
四
七

名
・
団
体
会
員
一
組
，
賛
助
会
員

四
名
と
な
り
ま
し
た
。
会
報
も
順

調
に
発
行
さ
れ
，
第
五
号
ま
で
出

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
運
営
委

員
会
は
二
回
，
幹
事
会
は
八
回
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
，
会
の
活
動
の

推
進
力
と
し
て
，
大
き
な
力
を
発

揮
し
ま
し
た
。
保
存
会
の
具
体
的

な
活
動
と
し
て
は
，
地
下
壕
見
学

会
七
回
（
全
主
催
二
回
）
，
講
演

会
一
回
，
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
一
回
，
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
一
回
，
学
習
会
一
回
，

行
い
ま
し
た
。

保
存
会
の
活
動
は
，
こ
の
一
年

間
た
び
た
び
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
，
か
な
り
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
神
奈
川
・
毎

日
・
産
経
・
東
京
・
松
代
な
ど
の

新
聞
に
延
べ
六
回
掲
載
さ
れ
，
N

H
K
，
日
本
T
V
，
T
V
神
奈
川

な
ど
の
テ
レ
ビ
で
延
べ
四
回
放
映

さ
れ
，
ま
た
ラ
ジ
オ
で
も
三
～
四

回
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地

の
同
じ
様
な
保
存
の
会
に
も
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
，
様
々
な
情
報

の
交
換
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。調
査
活
動
は
，
随
時
，
保
存
の

会
の
有
志
で
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
，
当
時
の
様
子
が
少
し

づ
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
，
朝
鮮
人
労
働
者
の
当
時

の
様
子
は
，
ま
だ
は
っ
き
り
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
，
こ
の
方
面
の

調
査
が
必
要
で
す
。
ま
た
，
文
献

に
よ
る
調
査
が
余
り
進
ん
で
い
ま

せ
ん
の
で
，
こ
の
方
面
に
も
力
を

入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
更
に
，

神
奈
川
県
や
千
葉
県
に
は
，
た
く

さ
ん
の
地
下
壕
が
あ
り
ま
す
が
，

こ
れ
も
本
格
的
に
調
べ
た
と
い
う

話
を
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
，

至
急
に
関
連
の
調
査
活
動
と
し
て

や
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
，
会
の
最
も
重
要
な
，

会
の
目
的
で
あ
る
地
下
壕
の
保
存

と
平
和
記
念
館
の
建
設
に
向
け
て

の
動
き
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。
会
報
で
ご
存
じ
の
よ
う

に
，
港
北
区
役
所
の
区
政
推
進
課

で
は
「
日
吉
台
地
下
壕
利
用
計
画

策
定
調
査
」
を
一
九
八
九
年
度
の

重
点
事
業
の
一
つ
と
し
て
や
っ
て

い
ま
す
。
推
進
母
体
は
，
保
存
の

会
，
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
，
区
役
所

（
調
整
係
，
区
民
相
談
室
，
建
築

課
）
で
，
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
組
ん
で
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

事
務
局
は
区
政
推
進
課
で
す
。

今
ま
で
に
，
会
合
は
三
回
あ
り
，

保
存
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
と
話
し

合
っ
た
り
，
保
存
会
の
調
査
資
料

を
渡
し
た
り
，
地
元
の
方
や
地
下

壕
で
仕
事
を
し
て
い
た
旧
海
軍
の

方
か
ら
話
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
，
区
の
職
員
が
，
す
で
に
保

存
に
踏
み
切
り
公
開
し
て
い
る
松

代
や
，
保
存
に
向
け
て
調
査
を
し

て
い
る
西
宮
市
に
視
察
に
行
き
ま

し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

は
，
八
月
ま
で
に
調
査
資
料
を
ま
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と
め
て
，
来
年
度
の
予
算
に
間
に

合
う
よ
う
に
，
区
か
ら
市
に
「
日

吉
台
地
下
壕
保
存
の
基
本
構
想
報

青
書
」
を
提
出
す
る
予
定
で
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
，

保
存
会
の
活
動
も
今
年
か
ら
来
年

度
に
か
け
て
正
念
場
を
迎
え
る
か

と
思
い
ま
す
の
で
，
今
後
と
も
こ

れ
ま
で
以
上
に
ご
支
援
，
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

一

九

八

九

年

度

決

算

報

告

収
入
の
部

会
費

五
〇
〇
円
＊
一
口
＊

一
〇
人
＝
五
〇
〇
〇
円

一
〇
〇
〇
円
＊
一
口
＊

二
二
二
人
＝
二
二
九
〇
〇
〇
円

一
〇
〇
〇
円
＊
二
口
＊

4
人
＝
八
〇
〇
〇
円

一
〇
〇
〇
円
＊
三
口
＊

三
人
＝
九
〇
〇
〇
円

一
〇
〇
〇
円
＊
五
口
＊

一
人
＝
五
〇
〇
〇
円

一
〇
〇
〇
円
＊
六
口
＊

一
人
＝
六
〇
〇
〇
円

一
〇
〇
〇
円
＊
一
一
ロ
＊

一
人
＝
一
一
〇
〇
〇
円

二
〇
〇
〇
円
＊
五
口
＊

一
団
体
＝
一
〇
〇
〇
〇
円

カ
ン
パ

四
七
四
六
〇
円

（
内
訳
）

（
一
八
〇
〇
円
＊
一
口
）

（
二
六
六
〇
円
＊
一
口
）

（
五
〇
〇
〇
円
＊
二
口
）

（
一
〇
〇
〇
〇
円
＊
二
口
）

（
一
三
〇
〇
〇
円
＊
一
口
）

合
計
三
三
〇
四
六
〇
円

支
出
の
部

会
議
費
一
六
〇
六
九
円

事
務
費
一
〇
〇
二
五
円

印
刷
費
二
〇
六
三
五
円

郵
送
費
六
八
九
四
九
円

資
料
費
一
四
一
九
二
円

謝
礼
一
四
二
八
七
円

合
計
二
四
一
五
七
円

差
引
残
高

計
一
八
六
三
〇
三
円

以
上
の
通
り
報
告
し
ま
す
。

一
九
九
〇
年
四
月
二
日

事
務
局
長
寺
田
貞
治

こ
の
報
告
に
よ
り
収
支
を
監
査
し

た
と
こ
ろ
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
認
め
ま
す
。

会
計
監
査
森
山
高
行

会
計
監
査
天
野
喬
子

会

則

の

一

部

改

正

に

つ

い

て

旧
来
の
会
則

第
一
〇
条
（
経
費
）
こ
の
会
の

経
費
は
，
会
費
と
そ
の
他
の
収
入

に
よ
っ
て
ま
か
な
う
。
会
費
は
，

年
間
個
人
一
〇
〇
〇
円
，
高
校
生

以
下
五
〇
〇
円
，
団
体
二
〇
〇
〇

円
と
す
る
。

第
一
一
条
（
付
則
）
こ
の
会
則

は
，
一
九
八
九
年
四
月
八
日
よ
り

施
行
す
る
。

改
正
後
の
会
則

第
一
〇
条
（
経
費
）
こ
の
会
の

経
費
は
，
会
費
と
そ
の
他
の
収
入

に
よ
っ
て
ま
か
な
う
。
会
費
は
，

年
間
個
人
一
口
一
〇
〇
〇
円
，
高

校
生
以
下
1
口
五
〇
〇
円
，
団
体

一
口
二
〇
〇
〇
円
で
，
そ
れ
ぞ
れ

一
口
以
上
と
す
る
。

第
一
一
条
（
付
則
）
こ
の
会
則

は
，
一
九
九
〇
年
四
月
七
日
よ
り

施
行
す
る
。

一

九

九

〇

年

度

運

営

委

員

会

計

監

査

会
長
　
　
　
　
永
戸
多
喜
雄

副
会
長
　
　
　
秋
本
　
謙
三

田
辺
　
昇

佐
藤
　
林
平

鮫
島
　
重
俊

小
潟
　
昭
夫

幹
事
　
　
　
　
比
留
間
淳
一

皆
川
　
法
治

谷

　

栄

茂
呂
　
秀
宏

小
園
　
優
子

久
我
　
俊
二

林
　
栄
美
子

梅
沢
　
滋
隆

事
務
局
長
　
　
寺
田
　
貞
治

事
務
局
員
　
　
大
西
　
章

林

　

ち

づ

中
沢
　
正
子

加
賀
谷
欣
之
助

会
計
監
査
　
　
森
山
　
高
行

天
野
　
喬
子

顧
問
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一
九
九
〇
年
度

活

動

方

針

今
年
度
も
，
昨
年
度
に
引
続
き
，

戦
争
と
平
和
を
考
え
る
原
点
と
し

て
，
地
下
壕
の
保
存
と
平
和
記
念

資
料
館
の
建
設
に
向
け
て
，
さ
ら

に
活
発
な
運
動
を
展
開
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

戦
争
体
験
が
風
化
し
て
い
く
中

で
，
最
近
，
地
下
壕
を
保
存
し
よ

う
と
す
る
動
き
が
全
国
的
に
盛
り

上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち

の
運
動
も
，
全
国
の
仲
間
達
と
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
幸
い
に
し
て
，
各
地

の
地
下
壕
の
保
存
会
や
研
究
家
な

ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
出
来

つ
つ
あ
り
，
今
年
の
夏
に
は
交
流

会
を
持
と
う
と
い
う
計
画
も
聞
い

て
お
り
ま
す
．

ま
た
，
中
野
区
議
会
で
は
，
去

る
三
月
二
六
日
に
「
平
和
条
例
」

を
可
決
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
を

見
る
と
，
い
ま
私
た
ち
が
や
っ
て

い
る
運
動
が
生
き
て
く
る
よ
う
な

心
強
さ
を
感
じ
ま
す
。
非
核
平
和

都
市
宣
言
を
し
た
自
治
体
は
今
年

二
月
現
在
で
一
四
五
〇
を
超
え
，

世
界
的
な
緊
張
緩
和
の
中
で
，
ま

す
ま
す
平
和
へ
の
願
い
が
高
ま
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
運
動
も
，
会
発
足
以

来
，
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な

ど
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
か
な
り
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
，
ま
た
調
査

・
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
・
学
習
会
な
ど
を

通
し
て
，
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
次

第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た

が
，
今
年
度
は
更
に
こ
れ
ら
の
運

動
を
発
展
さ
せ
，
大
き
な
成
果
を

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
，

一
、
聞
き
取
り
調
査
，
文
献
調
査

を
更
に
積
極
的
に
行
い
，
当
時
の

歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
。

二
、
見
学
会
，
講
演
会
，
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
，
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
な
ど
を

開
催
し
，
理
解
を
深
め
る
。

三
、
全
国
の
関
係
団
体
・
研
究
家

な
ど
と
連
携
し
交
流
を
深
め
，
情

報
な
ど
の
交
換
を
す
る
。

四
、
区
や
市
に
働
き
か
け
，
あ
る

い
は
協
力
し
て
，
特
に
区
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
通
し
て
，
地

下
壕
の
保
存
と
平
和
記
念
資
料
館

の
建
設
の
具
体
化
に
向
け
て
運
動

す
る
。
五
、
会
報
の
発
行
，
出
来
れ
ば
P

R
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
な

ど
も
行
う
。

役
所
の
動
き
と
し
て
は
，
区
で

八
月
ま
で
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
ま
と
め
た
資
料
を
元
に
し
て
，

市
に
来
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
，

地
下
壕
の
保
存
に
つ
い
て
何
等
か

の
提
案
を
市
に
す
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
，
こ

れ
を
見
守
り
，
目
的
の
実
現
ま
で

粘
り
強
く
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。一

九

九

〇

年

度

予
算

収
入
の
部

会
　
費

一
〇
〇
〇
円
＊
一
口
＊

二
四
七
人
＝
二
四
七
〇
〇
〇
円

繰
越
金
　
一
八
六
三
〇
三
円

合
計
　
　
四
三
三
三
〇
三
円

支
出
の
部

会
議
費
　
　
二
〇
〇
〇
〇
円

事
務
費
　
　
二
〇
〇
〇
〇
円

印
刷
費
　
　
三
〇
〇
〇
〇
円

郵
送
費
　
一
〇
〇
〇
〇
〇
円

資
料
費
　
一
〇
〇
〇
〇
〇
円

謝
　
礼
　
　
五
〇
〇
〇
〇
円

予
備
費
　
一
一
三
三
〇
三
円

合
計
　
　
四
三
三
三
〇
三
円

一
九
九
〇
年
度

会

費

納

入

に

就

い

て

の

お

願

い

一
九
九
〇
年
度
の
会
費
を
、

ま
だ
、
お
納
め
に
な
っ
て
い
ら
れ

な
い
方
は
、
な
る
べ
く
早
く
お
納

め
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

会
費
は
、
個
人
一
口
一
〇
〇
〇

円
、
高
校
生
以
下
一
口
五
〇
〇
円
、

団
体
一
口
二
〇
〇
〇
円
で
、
そ
れ

ぞ
れ
一
口
以
上
で
す
。

直
接
事
務
局
に
お
届
け
頂
い
て

も
、
郵
便
振
込
で
も
結
構
で
す
。

郵
便
振
込
番
号
・
名
称
は
、
次
の

通
り
で
す
。

横

浜

2

－

6

2

9

9

7

日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
会
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自

衛

隊

市

ヶ

谷

駐

屯

地

の

旧

陸

軍

大

本

営

の

地

下

壕

跡

見

学

記

寺
田
貞
治

四
月
二
日
、
日
吉
台
中
学
校
の

茂
呂
・
谷
藤
両
先
生
と
そ
の
生
徒

四
人
と
私
の
七
人
で
、
自
衛
隊
市

ヶ
谷
駐
屯
地
の
中
に
あ
る
旧
陸
軍

大
本
営
の
地
下
壕
跡
を
見
学
し
た
。

一
〇
時
に
訪
問
し
、
広
報
担
当
の

佐
藤
氏
の
案
内
で
一
一
時
三
〇
分

ご
ろ
ま
で
見
学
し
た
。
ま
ず
、
自

衛
隊
の
施
設
を
見
学
し
た
。
大
正

五
年
に
建
て
た
小
さ
な
社
（
御
神

体
は
な
い
）
、
自
衛
隊
員
の
死
亡

者
（
約
一
五
〇
〇
人
）
の
慰
霊
碑
、

兜
松
、
敗
戦
直
後
自
刃
し
た
将
軍

の
碑
、
旧
陸
軍
の
要
塞
砲
な
ど
を

見
学
し
た
の
も
、
建
物
の
一
部
に

あ
る
記
念
館
に
入
り
、
市
ヶ
谷
台

の
沿
革
や
施
設
な
ど
に
つ
い
て
話

を
聞
き
、
様
々
な
遺
品
を
見
て
回

った。
市
ヶ
谷
駐
屯
地
の
施
設
は
、

一
、
敷
地
面
積
二
二
六
八
〇
四
㎡

東
西
長
　
八
五
〇
m

南
北
長
　
　
三
四
五
m

周
囲
長
　
　
二
八
〇
〇
m

二
、
建
物
棟
数
　
　
一
一
〇
棟

三
、
収
容
人
員
　
約
五
八
〇
〇
名

で
あ
る
。

次
い
で
極
東
国
際
軍
事
裁
判
の

行
わ
れ
た
大
講
堂
や
三
島
由
起
夫

が
自
決
し
た
玄
関
を
見
学
し
た
。

大
講
堂
は
昔
の
ま
ま
で
保
存
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
玄
関
の
前
の
広

場
の
向
こ
う
側
の
庭
園
の
中
に
見

え
る
二
つ
の
灯
楼
は
、
そ
の
下
・

一
六
メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ
る
地
下

壕
の
通
風
の
役
目
を
果
た
し
て
い

る
灯
楼
で
あ
る
。
地
下
壕
に
は
大

講
堂
の
地
下
室
の
廊
下
か
ら
入
っ

た
。
最
初
の
階
段
を
下
り
る
と
北

に
延
び
る
幅
約
一
メ
ー
ト
ル
五
〇

セ
ン
チ
，
長
さ
約
三
五
メ
ー
ト
ル

の
通
路
に
出
た
。
地
下
壕
は
何
処

も
電
気
が
つ
き
明
る
か
っ
た
。
再

び
階
段
を
下
り
る
と
、
北
に
延
び

る
幅
約
四
．
三
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

約
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
下
壕
に
出

た
。
こ
こ
は
仕
切
っ
て
室
と
し
て

使
用
し
て
い
た
と
い
う
。
北
の
端

に
は
水
洗
便
所
も
あ
っ
た
。
こ
れ

と
同
じ
地
下
壕
が
西
に
三
二
．
八

メ
ー
ト
ル
間
隔
で
平
行
に
あ
と
二

本
あ
り
、
更
に
こ
れ
ら
を
結
ん
で

東
西
に
平
行
に
二
本
の
地
下
壕
が
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あ
る
（
第
2
図
）
。

第
2
図
の
イ
，
ロ
の
位
置
に
直

径
八
〇
セ
ン
チ
は
あ
ろ
う
か
と
思

わ
れ
る
通
風
孔
が
あ
り
、
地
上
の

灯
楼
に
抜
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

ロ
の
位
置
に
あ
る
通
風
孔
の
換
気

扇
は
今
で
も
作
動
す
る
の
に
は
驚

い
た
。
ハ
の
位
置
に
は
陸
軍
大
臣

執
務
室
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ニ
の

位
置
か
ら
も
大
講
堂
に
出
る
通
路

が
あ
る
。
二
の
位
置
の
地
下
壕
の

天
井
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
割
れ
目

か
ら
滲
み
出
た
水
滴
が
、
間
を
お

い
て
ポ
タ
リ
ポ
タ
リ
と
落
ち
、
天

井
に
は
鍾
乳
石
を
床
に
は
石
筍
を

造
っ
て
い
た
。
南
側
の
地
下
壕
の

ホ
、
ヘ
、
ト
の
位
置
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
食
堂
、
炊
事
場
、
風
呂
場
な

ど
が
あ
っ
た
と
い
う
。
大
本
営
の

地
下
壕
だ
け
あ
っ
て
日
吉
の
地
下

壕
よ
り
も
は
る
か
に
頑
丈
に
立
派

に
出
来
て
い
た
。
天
井
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
厚
さ
は
約
四
メ
ー
ト
ル

も
あ
る
と
い
う
。
延
べ
面
積
は

一
二
二
八
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

こ
の
地
下
壕
は
，
昭
和
一
六
年

か
ら
一
七
年
に
か
け
て
約
一
年
半

で
造
ら
れ
，
工
法
は
露
天
掘
り
式

で
あ
っ
た
。
地
下
壕
の
見
学
を
終

え
て
元
の
出
入
り
口
か
ら
地
上
に

出
た
。
出
入
口
は
北
の
方
に
も
三

箇
所
あ
り
、
靖
国
通
り
に
出
る
よ

う
だ
。
こ
の
地
下
壕
も
一
九
九
五

年
の
防
衛
庁
の
移
転
に
と
も
な
っ

て
取
り
壊
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と

い
う
。地
下
壕
を
出
て
、
橘
中
佐
の
長

靴
を
息
子
が
は
い
て
喜
ん
で
い
る

姿
を
描
い
た
「
将
軍
の
孫
の
像
」

（
北
村
西
望
作
）
を
見
た
り
、
一

等
三
角
点
を
見
た
り
し
た
。
し
ば

ら
く
休
憩
所
で
休
ん
だ
後
、
頃
合

を
見
て
自
衛
隊
の
昼
食
を
い
た
だ

い
た
。
味
は
ま
あ
ま
あ
で
あ
っ
た

が
、
御
飯
は
好
き
な
だ
け
頂
け
る

こ
と
が
出
来
た
。
我
々
が
市
ヶ
谷

の
駐
屯
地
を
出
た
の
は
、
一
二
時

三
〇
分
ご
ろ
で
あ
っ
た
．

編

集

後

記

◆
慌
た
だ
し
く
総
会
の
準
備

を
し
て
、
総
会
を
迎
え
た
。

し
か
し
、
横
浜
市
長
選
挙
・

市
議
の
補
欠
選
挙
の
投
票
日

の
前
日
で
、
総
会
の
出
席
率

は
悪
か
っ
た
。

◆
年
度
初
め
で
忙
し
か
っ
た

せ
い
も
あ
る
が
、
総
会
が
終

わ
っ
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
間

に
二
カ
月
が
経
っ
て
し
ま
っ

た
。
◆
総
会
の
報
告
を
知
ら
せ
な

く
て
は
と
思
い
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
を
返
上
し
て
、

会
報
第
6
号
の
編
集
に
取
り

掛
か
っ
た
次
第
で
あ
る
。

◆
総
会
の
資
料
を
読
み
直
し

て
み
る
と
、
改
め
て
そ
の
誤

植
の
多
さ
に
呆
れ
る
ば
か
り

我
な
が
ら
嫌
に
な
る
。

◆
第
6
号
は
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
と
、
ワ
ー
プ
ロ
を
打

ち
な
が
ら
何
度
も
見
直
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
の
こ
と
を
考

え
な
が
ら
・
・
・

◆
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。


